
 
 
平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 
 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 

司法書士及び公務員（国家二種・地方上級）講座が大きく伸びたものの、主力の公認会計士講座の不振に加え、情報処
理・税理士・不動産鑑定士講座等が大きく売上を落としたことにより、売上高は245億7千5百万円（前回予想比2.6％減）とな
る見込みです。一方、売上原価はほぼ予想どおり推移しましたが、売上減少に伴う教材費の減少及び出版物の返品廃棄
損失引当金の減少等により、売上原価が前回予想比9千3百万円減少しました。販売費及び一般管理費は、代理店手数料
等のほか全般的にコスト削減に努め、同1億3千万円減少しました。以上より、営業利益は4億6千5百万円（同46.2％減）と
なる見込みです。 
 また、受取利息等の営業外収益が増え、投資有価証券運用損が減少したため、経常利益は2億8千3百万円（同54.5％
減）となる見込みです。特別損失として、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額約5億円は予想通りであったものの、
八重洲校の建替えに伴う移転決定に伴い、当該移転以降の利用不能な固定資産の帳簿価額を減損損失として約2千万円
追加計上しました。以上の結果、 終損益は前回予想を大きく下回り、2億4千4百万円の当期純損失となる見込みです。 
 
 なお、期末配当につきましては、当初予想どおり1株当たり10円（普通配当8.5円、30周年記念配当1.5円）を定時株主総会
に付議する考えであります。これは、投資有価証券運用損約1億7千万円及び資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額
約5億円はキャッシュアウトを伴う費用又は損失ではなく、また、当連結会計年度は会社設立30周年にあたり、これまで当
社を継続的にご支援いただいております14,800名を超える株主の皆さまに対する株主還元が重要であると考えるからであ
ります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

近の業績動向を踏まえ、平成23年2月1日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知ら
せいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 25,240 866 623 0 0.00

今回修正予想(B) 24,575 465 283 △244 △13.38

増減額(B-A) △664 △400 △339 △244

増減率(%) △2.6 △46.2 △54.5 ―

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

23,991 623 442 40 2.20

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 24,244 716 475 △148 △8.12

今回修正予想(B) 23,680 194 17 △406 △22.27

増減額(B-A) △563 △521 △457 △258

増減率(%) △2.3 △72.8 △96.4 ―

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

23,181 734 556 113 6.21


